
広島県立広島中学校 

 

１．学校教育目標や学校経営方針等を実現するに当たっての課題 

 本校は、平成 16 年度に併設型中高一貫教育校として開校し、開校以来、教育課程研究指定校、研

究開発学校等の指定を受けてきた。 

 現在は、教育課程特例校の指定を受け、本校の特色を生かせるように、学習指導要領によらない特

別の教育課程を編成し、中学校で教科「ことば科」を特設し、言語運用能力についての実践を積み重

ねている。 

 課題は、中学校「ことば科」と高等学校「総合的な探究の時間」のつながりを意識した教育活動を

行ってきたが、中学校「総合的な学習の時間」と高校の「総合的な探究の時間」とのつながりをより

明確にすることである。また、中学校「ことば科」の「ロジカル・ コミュニケーション」領域と高等

学校「英語科」とのつながりについても同様である。 

 今後の学習指導要領改訂を見据え、教育課程柔軟化サキドリ研究事業において、特別の教育課程を

編成することなく・「ことば科」の一層の充実を図ることができるように、先行的にカリキュラムを見

直すことにより、より体系的で骨太のカリキュラムの構築を目指している。 

 

２．調整授業時数の活用方法の詳細 

○新設教科への充当 

（名称）ことば科 

（目標）グローバル化時代に必要な「論理的な思考力 表現力」を育成する。 

（内容） 

(1)・はじめに 

 本校では、各教科等の「言語活動の充実を図る」ためには、「論理的な思考力 表現力」を各教科等

の核ととらえて言語運用能力を育てることが重要であると考えている。「ことば科」は、その中心的な

役割を担う教科である。「ことば科」の学びが、各教科等での言語活動を推進する力として波及するこ

とで、教育課程全体での言語運用能力の育成につなげることを意図している。 

(2)・授業時数 

 「ことば科」に、「論理」と「ロジカル コミュニケーション」の２領域を設定し、中学校３年間で

系統的に指導を行い、中高一貫教育の適切な接続を行う。 

 各学年国語科、社会科、理科をそれぞれ５時間、外国語科を 15時間、総合的な学習の時間の授業時

数を 10 時間削減し、教科等横断的に「ことば科」の授業を 40 時間実施する。 

 「ことば科」40 時間のうち、「論理」領域を 25 時間、「ロジカル コミュニケーション」領域を 15

時間実施する。 

 ・「ことば科」は、年間計画に基づき、毎週実施・（年 35時間）し、生徒が毎時間の学習内容を相互に

関連付けながら積み上げられるようにすることで、論理的な思考力 表現力の育成を図る。加えて、

総合的に表現する活動を５時間実施することで、生徒が身に付けた力を総合的に活用 発揮できる

ようにする。 

(3)・カリキュラム 

学年 「論理」領域 「ロジカル コミュニケーション」領域 

中１ 
読み解こう×考えよう×伝えよう 

～論理トレーニング データの分析を通して～ 

Discover・Hiroshima 

Asking,・Thinking・and・Sharing 

中２ 根拠がカギ！討論しよう！ Your・Voice・in・English! 

中３ データで魅せよう！探究プレゼンテーション 
Think・Smart,・Speak・Bold! 

Let's・Debate・in・English! 

. 
 



３．教育課程表

※教育課程表における１単位時間は50分としてください。端数が生じた場合は切り捨てでお願いします。

第1学年 第2学年 第3学年

第7学年 第8学年 第9学年

1015 1015 1015 上段…変更後の授業時数

(1015) (1015) (1015) 中段…学校教育法施行規則に定める標準授業時数

0 0 0 下段…授業時数の増減（自動入力）

135 135 100

(140) (140) (105)

-5 -5 -5

100 100 135

(105) (105) (140)

-5 -5 -5

140 105 140

(140) (105) (140)

0 0 0
100 135 135

(105) (140) (140)

-5 -5 -5

45 35 35

(45) (35) (35)

0 0 0

45 35 35

(45) (35) (35)

0 0 0

105 105 105

(105) (105) (105)

0 0 0

70 70 35

(70) (70) (35)

0 0 0

125 125 125

(140) (140) (140)

-15 -15 -15

35 35 35

(35) (35) (35)

0 0 0

40 60 60

(50) (70) (70)

-10 -10 -10

35 35 35

(35) (35) (35)

0 0 0

(0) (0) (0)

0 0 0

(0) (0) (0)

0 0 0

40 40 40 ←新設教科等を設けている場合、  名称及び各学年の授業時数を記載してください。

総合的な学習の時間

の授業時数

特別活動の授業時数

ことば科

教師の組織的な研修・研究等

（裁量的な時間）

児童生徒の資質能力の育成に

特に資する教育活動

（裁量的な時間）

合計

特別の教科である道徳

の授業時数

技術・家庭

外国語

学年（中学校及び中等教育学

各教科の授業時数

国語

社会

数学

理科

学年（義務教育学校）

音楽

美術

保健体育


